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伊方 3号機原子炉補機冷却海水系統を対象とした 

海水処理の適正化について 
 

 

 

目  的 

伊方 3 号機原子炉補機冷却海水系統に設置された非常用ディーゼル発電機

（D/G）の空気冷却器においては、2017年 6月の定期運転時に汚損による伝熱性

能低下が認められた。汚損対策として海水処理による対応を求められたが、処理

方法を変更するにあたっては、設備構成や伝熱管材質等を考慮したうえで、系統

全体の伝熱性能向上と防食性維持を両立できる条件を検討する必要があった。 

本稿では、伊方発電所構内で実施した、実海水と伝熱管を用いた連続通水試験 

（モデルチューブ試験）による海水処理条件の適正化に係る試験並びに実機 

適用結果について報告する。 

 

主な成果 

1. 伝熱管性状に与える海水処理条件の影響 

原子炉補機冷却海水系統に設置された熱交換器の伝熱管に使用されている 

白銅とアルミニウム黄銅を対象に、生物皮膜量（伝熱性能低下要因）と鉄皮膜量

（防食に寄与）に与える海水処理の影響を調査した結果、空気冷却器にも使用さ

れる白銅においては、塩素注入濃度を従来よりも上昇させることで、生物皮膜量

を低減しながらも、鉄皮膜量を増加傾向に維持できることを確認した。一方、 

アルミニウム黄銅については、塩素注入濃度の上昇は生物皮膜量の低減には 

有効だが、鉄皮膜増加量が減少するため防食面で不利となることが判った。 

 

2. 原子炉補機冷却海水系統を対象とした海水処理の適正化 

当該系統の設備構成・配置等を考慮した場合、取水海水の塩素注入濃度は従来

の 0.20ppm（D/G を除く熱交換器出口の残留塩素濃度；約 0.05ppm）のまま、   

鉄注入濃度を 0.015ppm から 0.010ppm に低減するとともに、これまで未使用で

あった追加塩素注入系統を使用し D/G 海水系統のみ局所的に残留塩素濃度を

0.15ppm 以上に上昇させる海水処理が適正と判断した。また、当該処理を実機 

適用し、その効果をプラントデータから評価した結果、課題であった空気冷却器

の伝熱性能を従来よりも高く維持しながら、系統全体の防食性が維持されてい

ることを確認した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 モデルチューブ試験装置の概要      図-2 白銅の性状と海水処理条件の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 D/G空気冷却器における吸気温度と 

  海水温の差並びに伝熱性能の推移 
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